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背景：意図しない体重減少や痩せは高齢者の死亡や障害のリスクを増加させる。しかし歯

の不健康・食事とボディマスインデックス（BMI）との関連や交互作用は解明されていな

い。 

方法：日本老年学的評価研究において日本の 31 市町から無作為に抽出された 65 歳以上の

回答者 96,794 人のデータを分析した。体重減少は調査時点に先立つ半年間における 2-3kg

以上の減少と定義した。BMI は体重減少がない者について評価した。体重減少、痩せ、肥

満を従属変数、少ない歯数（20本未満）、食品の低頻度摂取を独立変数として、交絡因子を

調整した多重ロジスティック回帰分析を実施した。 

結果：体重減少は少ない歯数（男性オッズ比（OR）1.3、95％信頼区間（CI）1.2-1.3、女

性 OR 1.2, 95% CI 1.1-1.3）、果物・野菜の低頻度摂取(男性 OR 1.1、 95% CI 1.1-1.2、 女

性 OR 1.4、95% CI1.3-1.5)、魚・肉の低頻度摂取(男女 OR 1.2, 95% CI 1.1-1.3)と関連して

いた。少ない歯数と食品摂取の間の交互作用は見られなかった。肥満も同様の要因と関連

していた。すなわち少ない歯数(男性 OR 1.2、女性 OR 1.3)、果物・野菜の低頻度摂取(男性

OR 1.1、女性 OR 1.2)、魚・肉の低頻度摂取性（男女 OR 1.1)であった。歯数が少ない者は

そうでない者に比べ、果物・野菜の低頻度摂取は女性の痩せに対して高いオッズ比を示し

た。 

結論：少ない歯数と食品の低頻度摂取は体重減少と肥満の両方に関連し、女性の痩せとの

関連では有意な交互作用が観察された。 
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